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第23回参議院議員選挙
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　第23回参議院議員選挙が終了致しました。北海道選

挙区におきましては、連合北海道が推薦した小川勝也

参議院議員がみごと4選を果たすことができました。厳

しい情勢の中で、長きにわたり取り組みを進めて頂いた

全ての仲間の皆さんに心から感謝申し上げます。ありが

とうございました。

　しかし、一方で、連合北海道は比例代表において、連

合推薦候補9人の全員当選に向けて組織一丸となってた

たかいましたが、民主党が大幅に議席を減らす中で、6

人の当選に止まりました。無念であり、力が及ばなかっ

たことを関係者の皆さんにお詫び申し上げます。

　今回の第23回参議院選挙の意義は、自公政権の暴走

を許さない、参議院におけるねじれを解消させないため

に民主党の改選議席を維持・拡大することでした。残念

ながら、結果は、与党の過半数確保を許し、参議院にお

けるねじれは解消されることになりました。労働分野の

規制緩和の動きをはじめとしたますますの格差社会の

進行が懸念されます。憲法改正、国防軍の創設など狭隘

なナショナリズムの台頭を許してはなりません。

　連合北海道は、今参議院選挙の取り組みと平行して、

「ストップザ格差社会・暮らしの底上げをはかるキャラ

バン」行動を約1ヶ月にわたり展開してきました。今参

議院議員選挙の結果は国民の審判として冷静に受け止

めなければなりませんが、私たちは、引き続き運動を通

じて、安倍政権が進める政策の危険性・問題性を広く世

論に訴え、暴走を阻止する運動を作り出していかなけれ

ばなりません。

　たたかいは、今日からはじまっています。結果に悲観

することなく、まずは小川参議院議員の勝利を全体で確

認し、連合がめざす「はたらくことを軸とする安心社

会」の実現に向けて引き続き奮闘することを誓い会いま

しょう。

　長きにわたるたたかい本当にご苦労さまでした。
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　北海道高校生平和大使派遣実行委員会（委員長：出村

良平連合北海道事務局長）は、5月18日、国連に派遣する

高校生平和大使として北海道から2名（札幌西高校2年山

崎亘祐さん、立命館慶祥高校2年藤田沙織さん）を選出し

た。その後、高校生平和大使を共同代表とする高校生一万

人署名実行委員会も組織され、7月27日・28日、13時から14

時までの間、札幌市大通西4丁目において両日にわたっ

て、核兵器廃絶を訴える高校生一万人署名と高校生平和

大使派遣に向けた街頭署名及びカンパ活動を実施した。

　27日は心配されていた天候もどうにかもったが、28日は

あいにく雨の降りしきる中での実施となり、北海道から初

めて選出した高校生平和大使をはじめ参加した高校生は2

日間で延べ17名、連合北海道及び高齢退職者連合からも

延べ46名が街頭に立ち、「核兵器廃絶と平和の実現に是

非署名へのご協力を」「平和のメッセージを国連に届ける

高校生平和大使派遣のカンパ高校生平和大使1万人署名支

援を」と道行く市民に呼びかけた。

　こうして集まった署名数は計307筆、カンパ金は10,402

円となり、協力して頂いた方からは「こんな良いことを

やっているなんて知らなかった。頑張ってね」という温か

い激励の言葉と期待を寄せていただいた。

　多くの高校生と連合北海道・退職者連合がともに街頭

署名活動を行うことができたことは、若い世代に核兵器廃

絶の運動を継承するということだけではなく、世代間を超

えて平和運動をすすめるためには極めて意義深いものと

なった。

　今後の高校生平和大使の活動は、広島での「ユース非

核特使」委嘱式への参加、長崎集会への参加と街頭署

名、そして国連の欧州本部への訪問、帰国後の報告などが

予定されている。

　北海道における高校生平和大使、高校生一万人署名の

取り組みは端緒についたばかりだが、活動に参加している

高校生は核兵器廃絶や平和運動に対して高い関心をも

ち、意欲的。これから、さらに運動を広げていくために

は、国連や長崎への派遣費用の確保など、連合北海道や

退職者連合によるカンパ等の支援が不可欠で、今後とも、

より多くのご支援・ご協力をお願いする。

高校生平和大使派遣カンパと
高校生一万人街頭署名を実施

高校生平和大使とは？

　長崎では1998年、インドやパキスタンの相次ぐ核兵器実

験に危機感を抱き、連合長崎などながさき平和大集会実行

委員会が高校生を国連に派遣して核兵器廃絶を訴えるた

めに高校生平和大使派遣委員会を組織し、2名の高校生平

和大使を送り出したことが始まり。これ以降、長崎以外の

九州の各県や全国からも高校生平和大使が実現し、今年度

は16代目の高校生平和大使となる。北海道からは今年初め

て、念願の高校生平和大使を2名派遣することとなった。

高校生一万人署名とは？

　初めての高校生平和大使が派遣されてから3年後、高校

生自らが、長崎の高校生が約1万人いるとして始めた核兵

器廃絶を訴え、欧州国連本部に届ける署名である。高校生

一万人署名という名称から、高校生に限定されているよう

に聞こえるが、署名を求める方も、行う方も限定は一切な

い。また、署名は単年度の取り組みなので、年度が代われ

ば、また行うことができ、この積み上げや訴えが世界的な

核兵器廃絶の動きを創りだし、現在、欧州国連本部には、

約85万筆の署名が展示されている。



■平和行動in広島
4日（日）～6日（火）／広島市
■2014年度政府予算に関する中央要請行動
6日（火）／東京
■最低賃金引き上げ早朝集会
7日（水）8:00／札幌駅南口駅前
■2013北海道最低賃金の取組み昼休み集会
7日（水）12:20／札幌第1合同庁舎前
■平和行動in長崎
8日（木）～10日（土）／長崎市
■空知地協ユニオンアカデミー
17日（土）13:00／滝川市

■金属機械部門連絡会
19日（月）14:00／小樽市
■幌延事業計画説明会
22日（木）14:00／連合北海道会議室
■第23回中央執行委員会
23日（金）13:30／連合会館
■胆振地協ユニオンアカデミー
23日（金）13:30／苫小牧市
■渡島地協ユニオンアカデミー
24日（土）13:00／函館市
■東北・北海道ブロック会議
26日（月）15:00
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■第11回執行委員会
29日（木）10:00／連合北海道会議室
■第9回地協事務局長会議
29日（木）13:30／連合北海道会議室
■第8回全道中小労働者研修・交流集会
31日（土）13:00～9/1（日）／帯広市

タイ・インドネシア若手労組指導者が来札
JILAF（国際労働財団）の要請で招聘事業受入れ

　連合北海道では、7月1日～2日、JILAFからの要請で、タ

イ・インドネシア若手労組指導者9名（タイ4名、インドネ

シア5名）を含む一行（通訳2名、JILAFスタッフ2名で計13

名）の訪問を受けた。2週間の日本滞在中に地方連合会を

訪れ、労働の現場見学や交流をするもので、東京での座

学の後に、広島を訪問し、札幌に移動してきた。

　1日の午前中は北海道労働局などにご協力いただき、ハ

ローワーク（プラザ、ヤング、マザーズの各施設）とジョ

ブカフェ、ジョブサロンなどを見学した。その後雇用保険

制度の概要説明をうけ、30分以上熱心に質疑応答を繰り

返した。「せっかく再就職をしても、再就職先がすぐに倒

産した場合の雇用保険の受給権はどうなるのか？」など

の鋭い質問が続出し、予定時間をオーバーするほどだっ

た。

　午後からは、第一部で地方連合会（連合北海道）の活

動について情報交換した。第二部では北海道大学の留学

生（タイ2名、インドネシア2名）にも参加してもらい、若

年者と労組の関係や、就活事情などをタイ語、インドネ

シア語、日本語、英語が飛び交う中での交流会となった。

それぞれのお国事情からか、タイでは就職よりも起業を

目指す人が多いことなども報告された。また、国営企業

の民営化に伴い、労働条件の切り下げが大きな問題と

なっていて、デモや抗議行動などで闘争中であることな

ども報告された。

　翌2日は、フード連合日糧パン労組のご協力のもと、日

糧パン月寒工場を見学させていただき、ここでも春季生

活闘争や組織化など約1時間にわたり熱心な質疑応答を

繰り返した。

　その後、千歳空港へ向かう途中で、ほんのひとときだ

が、快晴の羊ヶ丘展望台にも立ち寄り、記念撮影や足湯

体験をして一行は東京へと戻った。その後、4日間東京で

の研修を続け、6日に帰国した。

就活＆入社後応援Cafeを開催
大学生ら対象に「失敗しない会社選び」セミナー

　札幌市内のカフェをお借りし、「失敗しない会社選

び」就職活動を応援するセミナーを6月24日に開催した。

当日は、内々定をもらっているが不安な大学4年生や、こ

れから就活をしたいという学生が参加した。

　国内最大手の信用調査会社である株式会社帝国データ

バンク札幌支店調査部の中野架津洋様や、東証一部上場

企業2社より、元労働組

合のリーダーで現採用

担当者（昨年の面接者

数千人）2名がアドバイ

ザーとして参加した。

　冒頭、齊藤勉非正規

労働センター局長より、

連合北海道に寄せられ

る労働相談から、実際に

対応した所謂「ブラック

企業」のHPをもとに問題

点と攻略するポイントを

アドバイス。その後、フ

ランクな雰囲気の中で

参加者からの質問に対

して各アドバイザーが

本音で回答をしたり、初対面の参加者同士で話し合いを

するなど、予定の1時間30分があっという間に過ぎた。

　今後も連合北海道として、このような企画を通じて若

年者雇用問題解決のお手伝いが出来ればと思っている。

※8月14日～16日はお盆休みとして

　閉局いたします。ご了承ください。


